
030_外科系診療科

形成外科                                            医長 末延 耕作 

 

● 診療科の特色 

1. 当科は平成 11年 7月より開設された部門である。 

当院では、日本形成外科学会専門医 2 名が診療を行っている。また日本形成外科学会による認定

施設となっており、形成外科専門医資格獲得のための研修施設として形成外科医の育成に取り組

んでいる。診療の中心は小児先天異常となっているが形成外科のほぼ全般にわたる診療を行って

いる。またレーザー治療も積極的に行っており、各種のあざ、血管腫等に対し色素レーザー、Qスイ

ッチルビーレーザー、CO2レーザーを用いて治療を行っている。小児であざの面積が広範囲の場合

は入院、全身麻酔下での治療も行っている。 

 

● 入院診療実績 

１． 主要手術                年間手術件数  607件 

 手術名 件数 

1 1. 外傷 25 

2 2. 先天異常 62 

3 3. 腫瘍 155 

4 4. 瘢痕・瘢痕拘縮・ケロイド 9 

5 5. 難治性潰瘍 11 

6 6. 炎症・変性疾患 15 

7 7. 美容（手術） 0 

8 8. その他 19 

9 9.レーザー治療 311 

 

● 研究業績 

１． 学会、研究会 

1)  T. Hiraoka; H. Senoo; Y. Yamazaki; K. Suenobu; H. Tsukahara.Polydactyly of the Foot Diagnosed 

from a Minor Nail Problem. Acta Medica Okayama 2020 Oct;74(5):427-429 

2) 巨大色素性母斑に対する CO２レーザー照射療法 

末延 耕作 

第６３回日本形成外科学会総会・学術集会                2020年 8月 26日 

 

脳神経外科                               医長 吉田 秀行 

 

● 診療科の特色 

当科は、2018 年度末にスタッフ全員が退職して 2019 年度から医師１名での診療体制となり、

2020 年度も同様の体制で幕を開けた。外来や救急応需に多少の制限はあるものの、岡山大学脳

神経外科から週３回非常勤医１名の派遣を受けつつ、地域中核病院の脳神経外科として可能な限

りその役割を維持してきた。2020年 12月より、待望の常勤医師が 1 名加入し、医師 2 名での診療

体制となった。現在もなお人員不足であることは否めないが、救急応需における問題はほぼ解消さ

れている。 

診療内容としては、出血性脳卒中（脳出血およびくも膜下出血）、脳腫瘍（原発性および転移性）、

頭部外傷を中心として手術治療ないし保存的治療を行っている。手術においては、これまでの接眼

レンズを覗く手術用顕微鏡の概念を覆す新世代の顕微鏡（モニター画面を見ながら行う外視鏡）を

いち早く導入し、手術における様々な新しい試みを始めている。また、『手術で治す認知症』と言わ

れる正常圧水頭症のシャント手術も増加させている。引き続き、『信頼できる脳神経外科』であり続

けられるよう、地域医療における役割を果たしていく所存である。 

 

● 入院診療実績 

１． 主要手術                  年間手術件数 85 件 

 手術名 件数 

1 慢性硬膜下血腫穿孔洗浄術 27 

2 水頭症手術（シャント手術） 15 

3 頭蓋内腫瘍摘出術 8 

3 頭蓋内血腫除去術(開頭)(硬膜下) 8 

5 頭蓋内血腫除去術(開頭)(脳内)  

 （含、動静脈奇形 3件、海綿状血管腫１件） 

7 

6 穿頭脳室ドレナージ術 5 

7 脳動脈瘤頸部クリッピング術 3 

8 定位脳腫瘍生検術 2 

9 減圧開頭術 2 

10 その他 8 

               

● 研究業績 

1 学会  

1)  当院での 4K 3D 外視鏡の初期使用経験 

吉田 秀行 

第 90回日本脳神経外科学会 中国四国支部学術集会          2020年 12月 5日 
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